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日
本
国
民
党
は
、
東
京

都
な
ど
が
営
業
休
止
要
請

を
含
む
緊
急
事
態
措
置
を

発
表
し
た
四
月
十
日
、
国

家
公
安
委
員
長
・
警
察
庁

長
官
に
対
し
て
要
請
文
を

警
察
庁
生
活
安
全
局
保
安

課
を
通
じ
て
手
交
し
た
。

　

要
請
で
は
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
た
以
降

も
盛
ん
な
営
業
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
パ
チ
ン
コ
店

に
対
し
て
、
東
京
都
な
ど

の
自
治
体
に
よ
る
営
業
休

止
要
請
で
は
な
く
、
監
督

官
庁
で
あ
る
公
安
委
員
会

と
警
察
庁
が
命
ず
る
こ
と

こ
そ
、
強
い
意
味
が
あ
る

こ
と
を
強
調
。
武
漢
肺
炎

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

一
刻
も
早
い
収
束
さ
せ
る

た
め
、
パ
チ
ン
コ
店
営
業

休
止
を
強
く
要
求
し
た
。

　

警
察
庁
に
乗
り
込
み
、

申
し
入
れ
を
行
っ
た
鈴
木

信
行
代
表
は
、
担
当
部
局

に
対
し
て
、
全
国
の
パ
チ

ン
コ
店
全
店
舗
に
お
け
る

終
日
営
業
休
止
を
求
め
る

強
い
要
請
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

対
応
し
た
警
察
官
僚
曰

く
「
パ
チ
ン
コ
は
必
ず
し

も
３
密
で
は
な
い
」
と
受

け
答
え
し
て
い
る
の
は
奇

妙
だ
っ
た
。
パ
チ
ン
コ
店
・

景
品
交
換
所
・
景
品
問
屋

の
３
つ
を
介
在
す
る
こ
と

で
パ
チ
ン
コ
を
「
賭
博
」

で
は
な
い
と
す
る
「
３
店

方
式
」
も
不
可
解
だ
が
、

恐
れ
入
っ
た
。
こ
れ
も
否

定
す
る
の
か
。

　

パ
チ
ン
コ
業
界
と
警
察

組
織
は
実
に
親
し
い
関
係

性
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
今

こ
そ
警
察
庁
が
そ
の
意
味

を
発
揮
す
べ
き
だ
。

　

要
請
文
は
次
の
通
り
。

　

要　

請　

文

令
和
二
年
四
月
十
日

国
家
公
安
委
員
長

武
田　

良
太　

殿

警
察
庁
長
官

松
本　

光
弘　

殿

日
本
国
民
党
代
表
・
葛
飾

区
議
会
議
員

鈴
木
信
行

　

警
察
法
は
じ
め
関
係
法

令
に
定
め
ら
れ
る
警
察
の

目
的
と
責
務
を
踏
ま
え
、

下
記
要
請
し
ま
す
。

　

貴
委
員
会
・
貴
庁
に
お

か
れ
て
は
、
中
華
人
民
共

和
国
湖
北
省
武
漢
市
を
発

生
源
と
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（
武
漢
肺

炎
）
の
感
染
拡
大
防
止
に

対
す
る
対
応
策
を
矢
継
ぎ

早
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

感
染
症
拡
大
に
対
し
て
警

察
行
政
の
立
場
か
ら
対
応

す
る
こ
と
は
、
公
共
の
安

パチンコ店の営業休止を
警察庁に要請！

「パチンコ店、３密ではない」驚愕の回答

全
と
秩
序
を
維
持
す
る
こ

と
、
ひ
い
て
は
日
本
国
民

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

に
直
結
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
を
鑑
み
、
こ
れ
ま

で
パ
チ
ン
コ
業
界
は
、
警

察
行
政
と
歩
調
を
合
わ
せ

た
経
緯
が
あ
り
、
警
察
行

政
の
強
い
指
導
と
監
督
こ

そ
、
今
回
の
感
染
拡
大
防

止
に
資
す
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

風
俗
営
業
等
の
規
制
及

び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
都

道
府
県
公
安
委
員
会
お
よ

び
警
察
が
パ
チ
ン
コ
店

に
対
し
て
、
許
可
と
そ
の

事
務
を
行
う
立
場
に
あ
り

ま
す
。
換
気
の
悪
い
密
閉

空
間
で
あ
る
パ
チ
ン
コ
店

は
、
不
特
定
多
数
の
人
が

集
ま
り
、
パ
チ
ン
コ
台
な

ど
に
触
れ
、
パ
チ
ン
コ
台

は
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、

客
が
各
々
の
判
断
で
選
ん

だ
パ
チ
ン
コ
台
で
遊
技
を

行
う
た
め
、
お
互
い
は
密

着
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
公

衆
衛
生
上
、
極
め
て
危
険

な
空
間
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

既
に
政
府
の
非
常
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
、
小
池

百
合
子
東
京
都
知
事
が
パ

チ
ン
コ
店
を
含
む
一
部
業

種
に
つ
い
て
営
業
休
止
を

要
請
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
等

挙
都
内
の
全
店
が
応
ず
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
容

易
に
推
測
で
き
ま
す
。
現

行
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
で
は
、
都
道
府
県
知
事

に
よ
る
要
請
・
指
示
・
公

表
に
限
ら
れ
て
お
り
全
国

的
な
取
り
組
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
宣
言

発
出
以
降
、
百
貨
店
や
飲

食
店
な
ど
幅
広
い
業
種
で

事
業
者
の
重
い
判
断
に
よ

り
営
業
自
粛
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
ま
で
に
時
短

営
業
を
一
切
し
て
い
な
い

パ
チ
ン
コ
店
が
多
数
あ
る

こ
と
は
重
く
受
け
止
め
る

べ
き
こ
と
で
す
。
風
営
法

等
に
よ
る
営
業
停
止
命
令

な
ど
強
い
指
導
・
監
督
権

限
を
有
す
る
警
察
行
政
が

こ
れ
ま
で
以
上
の
厳
し
い

行
政
措
置
、
あ
る
い
は
速

や
か
な
立
法
措
置
に
基
づ

き
、
営
業
休
止
を
命
じ
る

べ
き
で
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各

都
道
府
県
公
安
委
員
会
・

各
都
道
府
県
警
察
本
部
が

パ
チ
ン
コ
店
全
店
舗
に
対

し
て
、
速
や
か
に
全
日
営

業
休
止
を
指
示
す
る
こ
と

を
要
請
い
た
し
ま
す
。以　

上
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室
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、

日
本
国
民
の
常
識
と
は
か

け
離
れ
た
も
の
の
展
示
を

行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
だ
。

　

表
現
・
言
論
の
自
由
は

保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
展
示

は
、
明
ら
か
に
政
治
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
公
金
を

支
出
し
て
行
う
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の

内
容
は
、
名
古
屋
市
な
ど

地
元
自
治
体
の
理
解
、
そ

し
て
日
本
国
民
の
理
解
す

ら
得
ら
れ
て
い
な
い
も
の

で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

「
表
現
の
自
由
」「
言
論
の

自
由
」
と
は
一
切
関
係
が

無
い
。

　

補
助
金
を
申
請
し
た
愛

知
県
は
、
こ
の
よ
う
な
展

示
に
関
す
る
重
大
な
事
実

を
隠
蔽
す
る
、
と
い
う
お

よ
そ
公
僕
、
全
体
の
奉
仕

者
と
は
思
え
ぬ
態
度
と
姿

勢
を
も
っ
て
補
助
金
交
付

申
請
書
を
提
出
し
、
貴
庁

か
ら
問
合
せ
を
受
け
る
ま

で
そ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い

て
口
を
閉
ざ
し
て
申
告
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

補
助
金
の
取
り
扱
い

は
、
日
本
国
民
の
税
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ

こ
と
が
最
も
肝
要
な
こ
と

で
あ
る
。

　

そ
の
公
金
の
用
い
方

に
つ
い
て
報
告
す
べ
き

物
事
を
ひ
た
隠
し
し
た
ま

ま
、
血
税
を
詐
取
し
よ
う

請
を
無
視
す
る
こ
と
は
、

傲
慢
そ
の
も
の
だ
。

　

日
本
国
民
党
は
、
引
き

続
き
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
問
題
、
大
村
秀
章

問
題
に
取
り
組
む
。

　

文
化
庁
長
官
に
提
出
し

た
抗
議
文
は
、
次
の
通
り
。

　

抗 

議 

文

　
文
化
庁
長
官

宮
田 
亮
平　

殿

日
本
国
民
党
代
表

葛
飾
区
議
会
議
員

鈴
木
信
行

　

三
月
二
十
三
日
、
貴
庁

は
、「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
二
〇
一
九
」
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て
、
交
付

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

既
に
、
昨
年
九
月

二
十
六
日
時
点
で
、
貴
庁

は
、
こ
の
補
助
金
に
つ
い

て
全
額
を
不
交
付
と
す
る

発
表
を
し
て
お
り
、
さ
ら

に
は
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
」
側
は
、
途
中
か

ら
中
止
し
た
「
表
現
の
不

自
由
展
・
そ
の
後
」
の
再

開
を
強
行
し
、
再
び
、
皇

　

三
月
二
十
三
日
、
文
化

庁
が
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
二
〇
一
九
」
へ
の

補
助
金
が
交
付
す
る
と
発

表
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
三
月

三
十
一
日
、
日
本
国
民
党

は
、
文
化
庁
長
官
に
対
し

て
担
当
部
署
を
通
じ
抗
議

文
を
手
交
し
た
。

　

当
初
、
文
化
庁
は
「
担

当
部
局
は
京
都
な
の
で
京

都
に
連
絡
し
て
く
れ
」
な

ど
と
抗
議
文
受
け
取
り
を

事
実
上
拒
否
し
、
無
視
し

よ
う
と
し
た
が
、
鈴
木
代

表
自
ら
受
け
取
る
よ
う
強

い
意
志
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
急
遽
京
都
か
ら
担
当

者
が
上
京
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

日
本
国
民
の
陳
情
・
要

　

本
書
は
、
国
士
舘
大
学

創
立
百
周
年
を
記
念
し
た

「
国
士
舘
大
学
極
東
国
際

軍
事
裁
判
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
総
括
と
し
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
櫻
井

よ
し
こ
氏
、
産
経
新
聞
論

説
委
員
兼
政
治
部
編
集
委

員
の
阿
比
留
瑠
比
氏
、
麗

澤
大
学
大
学
院
教
授
の
高

橋
史
郎
氏
、
駒
澤
大
学
名

誉
教
授
の
西
修
氏
、
外
交

評
論
家
の
加
瀬
英
明
氏
、

国
士
舘
大
学
法
学
部
教
授

の
篠
原
敏
雄
氏
が
集
結
。

大
東
亜
戦
争
後
、
米
国
を

中
心
と
し
た
連
合
国
体
制

に
酔
い
し
れ
る
日
本
人
の

「
覚
醒
」
を
願
い
刊
行
さ

れ
た
。

　

本
書
の
特
徴
は
、
立
場

や
専
門
分
野
が
異
な
る
六

人
が
「
極
東
国
際
軍
事
裁

判
」
と
い
う
一
つ
の
課
題

に
対
し
て
向
き
合
い
、
対

峙
し
て
い
る
点
だ
。
執
筆

者
が
単
著
で
書
く
こ
と
も

で
き
る
は
ず
の
と
こ
ろ

を
、
一
つ
の
本
に
す
る
所

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

一
冊
に
ま
と
め
た
意
義
は

非
常
に
大
き
く
、
充
実
し

た
内
容
だ
っ
た
。

　

内
容
も
、
甲
乙
つ
け
が

た
い
中
で
は
あ
る
が
、
私

が
一
番
考
え
さ
せ
ら
れ
た

の
は
明
治
維
新
を
成
し
遂

げ
た
志
士
た
ち
と
、
現
代

日
本
人
を
比
較
し
て
「
現

実
感
覚
」
や
決
定
的
に
「
気

概
」
が
欠
け
て
い
る
と
論

じ
た
上
で
「『
ウ
ォ
ー
・

ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
）』
の
レ
ー
ル

が
敷
か
れ
て
し
ま
っ
て
い

て
、
ま
だ
私
た
ち
は
そ
の

上
を
歩
ん
で
い
る
に
過
ぎ

な
い
か
ら
だ
」
と
い
う
箇

所
だ
。
政
治
運
動
に
携
わ

る
者
な
ら
一
度
は
考
え
た

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
何

を
以
っ
て
戦
後
体
制
か
ら

の
脱
却
と
言
え
る
の
か
。

ど
う
す
れ
ば
、
強
い
日
本

を
取
り
戻
せ
る
の
か
と
。

そ
の
問
題
に
対
し
て
歯
に

衣
着
せ
ず
、
タ
ブ
ー
視
さ

れ
る
中
に
あ
っ
て
も
切
り

込
み
「
明
治
志
士
に
あ
っ

て
現
代
日
本
人
に
な
い
も

の
」
を
書
い
た
所
は
、
自

ら
を
顧
み
な
が
ら
実
に
痛

い
と
こ
ろ
だ
と
思
え
た
。

　

極
東
国
際
軍
事
裁
判
が

現
代
日
本
人
に
遺
し
て

い
っ
た
傷
跡
は
大
き
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
な
い
こ
と
に
は
次
に
進

む
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
。

　

こ
の
本
は
、
政
治
運
動

に
携
わ
る
者
な
ら
基
礎
知

識
の
勉
強
と
し
て
も
ぜ
ひ

読
ん
で
ほ
し
い
、
そ
う
思

え
た
。

　
　
　
　
　

 （
九
十
九
晃
）

と
し
、
交
付
を
や
め
る
と

決
定
す
れ
ば
憲
法
が
定
め

る
「
表
現
の
自
由
」
を
持

ち
出
し
、
揺
す
り
た
か
ろ

う
と
す
る
愛
知
県
は
ご
ろ

つ
き
と
し
か
言
い
よ
う
が

無
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

通
常
の
日
本
国
民
が
行
え

ば
、
詐
欺
、
恐
喝
、
偽
計

業
務
妨
害
、
横
領
と
呼
ば

れ
、
世
間
の
冷
た
い
眼
差

し
を
浴
び
な
が
ら
、
司
直

の
裁
き
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

皇
室
を
敬
愛
す
る
日
本

国
民
と
行
動
を
共
に
す
る

日
本
国
民
党
は
、
文
化
庁

の
決
断
を
強
く
非
難
す

る
。

以　

上

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
補
助
金
交
付

国
民
の
声
に
耳
傾
け
ぬ
文
化
庁
に
抗
議

ルポ

 

『新
・
東
京
裁
判 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
争

 

贖
罪
計
画
と
戦
後
日
本
人
の
精
神
』

産
経
新
聞
出
版 

刊



令和２年 4 月号　　　　　　　　   　　　　　　　　しんぶん国民　　　　　　 　　　　令和２年 4 月 15 日　　　　（３）

長
の
田
母
神
俊
雄
氏
、
日

本
沖
縄
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

仲
村
覚
理
事
長
、
元
警
視

庁
通
訳
捜
査
官
の
坂
東
忠

信
氏
が
登
壇
。

　

総
決
起
大
会
の
ム
ー
ド

も
ピ
ー
ク
に
達
す
る
中
、

そ
よ
風
の
涼
風
由
喜
子
代

表
が
抗
議
文
を
朗
読
し
、

満
場
の
拍
手
で
採
択
。
実

行
委
員
長
よ
り
原
田
衆
議

院
議
員
に
手
交
さ
れ
た
。

　

六
百
人
の
デ
モ
隊
が

　

銀
座
を
進
む
！

　

集
会
後
、
デ
モ
行
進
も

実
施
。
鈴
木
代
表
ら
が
先

頭
を
歩
い
た
。
日
本
国
民

党
の
本
部
街
宣
車
も
出
動

し
、
全
体
を
先
導
。
決
起

大
会
に
引
き
続
き
、
党
幹

部
・
党
員
ら
も
そ
の
隊
列

を
指
揮
し
た
。

　

デ
モ
の
道

中
で
は
、
左

翼
と
思
し
き

人
々
が
妨
害

を
試
み
る
も
、

「
中
国
共
産
党

の
味
方
を
す

る
の
か
」
と

参
加
者
か
ら

反
発
さ
れ
る

場
面
も
。
今

ど
き
、
中
国

共
産
党
を
擁

護
す
る
と
は

相
当
変
わ
っ

た
人
士
も
い

た
も
の
だ
。

航
空
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
大
山
孝
夫
那
覇
市
議
会

議
員
、
神
奈
川
県
か
ら
山

本
光
宏
大
和
市
議
会
議
員

が
登
壇
し
、
連
帯
の
挨
拶

を
述
べ
た
。
ま
た
、
鈴
木

代
表
も
葛
飾
区
議
会
議
員

と
し
て
登
壇
し
、「
私
た

ち
の
願
い
は
、
習
近
平
来

日
の
延
期
で
は
な
い
。
永

久
に
来
な
い
こ
と
だ
。
一

緒
に
戦
お
う
！
」
と
力
強

く
訴
え
、
会
場
は
賛
意
の

声
が
響
き
渡
っ
た
。
言
論

界
か
ら
は
、
元
航
空
幕
僚

　

三
月
八
日
、
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
、
習
近
平
国

賓
招
聘
反
対
国
民
総
決
起

大
会
と
銀
座
大
行
進
（
中

村
功
実
行
委
員
長
）
が
開

催
。
わ
が
党
も
協
賛
団
体

と
し
て
、
鈴
木
信
行
代
表

以
下
、
幹
部
・
党
員
も
運

営
に
加
わ
っ
た
。

　

決
起
大
会
は
、
佐
藤
和

夫
氏
の
司
会
で
進
行
。
中

国
共
産
党
か
ら
弾
圧
さ
れ

て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
を
代

表
し
、
グ
リ
ス
タ
ン
・
エ

ズ
ズ
氏
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題

に
取
り
組
む
小
林
秀
英
氏

ら
関
係
者
が
登
壇
し
、
習

近
平
を
国
賓
と
し
て
招
く

日
本
政
府
を
批
判
。
反
共

を
胸
に
戦
お
う
と
呼
び
か

け
た
。

　

政
界
か
ら
は
、
前
環
境

大
臣
の
原
田
義
昭
衆
議
院

議
員
や
、
尖
閣
諸
島
を
行

政
区
域
に
抱
え
る
砥
板
芳

行
石
垣
市
議
会
議
員
、
元

「
習
近
平
国
賓
来
日
反
対
！
」

３
・
８
集
会
＆
デ
モ

　

愛
知
県
を
良
く
す
る
会

は
三
月
一
日
、「
愛
知
県

を
良
く
す
る
た
め
の
大
演

説
会
」（
共
催
、
大
村
秀

章
愛
知
県
知
事
糾
弾
実
行

委
員
会
、
日
本
国
民
党
）

を
安
城
市
民
会
館
で
開
催

し
た
。
武
漢
肺
炎
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
中
、
約

五
十
人
が
参
加
。
大
村
秀

章
知
事
の
地
元
で
あ
る
安

城
市
か
ら
知
事
辞
職
を
求

め
た
。

　

同
大
演
説
会
は
、
司
会

を
島
興
二
氏
（
在
日
特
権

を
許
さ
な
い
市
民
の
会
副

会
長
）
が
務
め
、
主
催
者

挨
拶
で
は
、
柘
植
雅
二
党

員
が
登
壇
し
、
大
村
知
事

辞
職
に
向
け
た
熱
意
を
語

り
、
参
加
者
か
ら
強
い
共

感
の
声
が
あ
が
っ
た
。

「
帝
都
・
東
京
か
ら
愛
国

青
年
の
意
見
発
表
」
と
し

て
、
九
十
九
晃
党
員
が
登

壇
。
反
皇
室
・
反
日
本
主

義
の
展
示
会
を
強
行
し
た

大
村
知
事
を
憲
政
史
上
最

悪
の
知
事
と
批
判
。
昨
年

八
月
か
ら
、
日
本
国
民
党

が
繰
り
返
し
実
施
し
て
き

た
国
賊
大
村
知
事
へ
の
抗

議
運
動
の
振
り
返
り
、
同

大
演
説
会
を
総
括
集
会
で

は
な
く
新
た
な
狼
煙
と
す

べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、「
主
権
者
た

る
愛
知
県
民
の
意
見
発

表
」
は
、「
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
九
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
津

田
大
介
芸
術
監
督
に
対

し
、「
表
現
の
不
自
由
展
」

再
開
反
対
派
と
し
て
発

言
。
全
国
か
ら
「
勇
気
あ

る
日
本
人
」
と
称
賛
さ
れ

た
山
下
俊
輔
氏
（
敷
島
通

信
）が
登
壇
。
同
氏
は
、「
昭

和
天
皇
の
御
真
影
を
バ
ー

ナ
ー
で
照
射
、
焼
毀
し
た

映
像
等
、
対
日
侮
蔑
展
示

を
断
行
し
た
大
村
を
知
事

の
座
か
ら
何
と
し
て
も
引

き
ず
り
下
ろ
そ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

二
人
の
意
見
発
表
後
、

大
村
知
事
に
辞
任
を
求
め

る
決
議
文
を
採
択
。
大
村

秀
章
事
務
所
前
で
は
、
代

表
し
て
九
十
九
党
員
が
決

議
文
を
朗
読
・
投
函
し
た
。

　

連
帯
ユ
ニ
オ
ン
議
員

ネ
ッ
ト
（
戸
田
ひ
さ
よ
し

前
門
真
市
議
）
は
、
石
川

翼
安
城
市
議
（
新
社
会
党
）

の
提
案
で
、「
安
城
市
施

設
を
ヘ
イ
ト
に
使
わ
せ
な

い
決
議
」
を
採
択
。
反
差

別
を
口
実
に
、
し
ば
き
隊

関
係
者
ら
と
結
託
し
、
同

大
演
説
会
の
中
止
を
求
め

活
動
を
展
開
す
る
も
失

敗
。
九
十
九
党
員
は
同
大

演
説
会
に
つ
い
て
、
仲
間

で
連
携
を
取
り
、
極
左
勢

力
を
跳
ね
除
け
た
こ
と

で
、
よ
り
士
気
を
高
め
て

臨
め
た
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
を
み
て
も
、
大
村

知
事
が
「
反
皇
室
・
反
日

本
」
の
勢
力
と
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

愛
知
県
を
良
く
す
る
た
め
の
大
演
説
会
開
催
！
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日
本
国
民
党
　
h
tt
p
s:
/
/
ko

ku
m
in
to
.j
p
/
　
し
ん
ぶ
ん
国
民
　
　
日
本
国
民
党
　
h
tt
p
s:
/
/
ko

ku
m
in
to
.j
p
/
　
し
ん
ぶ
ん
国
民
　
　
日
本
国
民
党
　
h
tt
p
s:
/
/
ko

ku
m
in
to
.j
p
/
　
し
ん
ぶ
ん
国
民

　

こ
の
度
、
先
の
茨
城
県

那
珂
市
議
会
議
員
選
挙
で

見
事
に
初
当
選
し
た
原
田

よ
う
こ
議
員
が
党
友
と
し

て
日
本
国
民
党
に
入
党
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
京
新
聞
や
反
日
勢
力

原
田
よ
う
こ
議
員
が
党
友
に

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
で
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
い
っ
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で

は
な
い
。
結
核
、
コ
レ
ラ
、

ハ
ン
セ
ン
病
、
エ
ボ
ラ
出

血
熱
な
ど
、
人
類
に
と
っ

て
感
染
症
と
の
戦
い
は
無

限
だ
。

　

人
類
が
根
絶
を
成
し
遂

げ
た
ヒ
ト
が
か
か
る
感
染

症
は
天
然
痘
、
唯
一
つ
だ

け
だ
。

　

我
が
国
で
は
、
醍
醐
天

皇
、
後
朱
雀
天
皇
、
崇
徳

天
皇
、
近
衛
天
皇
、
後
光

明
天
皇
な
ど
古
来
か
ら
皇

室
・
国
民
問
わ
ず
、
こ
の

病
に
は
苦
し
め
ら
れ
た
。

と
か
く
陰
謀
論
め
い
て

「
暗
殺
説
」
が
流
布
さ
れ

る
孝
明
天
皇
も
崩
御
の
原

因
は
天
然
痘
と
さ
れ
て
い

る
。

　

天
然
痘
患
者
が
持
つ
膿

か
ら
感
染
る
も
の
で
、
そ

の
跡
は
一
生
残
る
と
い

う
。
も
っ
と
も
、
私
の
よ

う
な
若
い
世
代
は
書
を
以

て
し
か
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
遠
く
な
っ
た
も

の
（
一
九
八
〇
年
に
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
根
絶
宣
言
）。
こ
う

な
っ
た
の
も
、
ワ
ク
チ
ン

が
発
明
さ
れ
た
か
ら
だ
。

い
ま
私
達
が
渇
望
し
て
い

る
も
の
だ
。

　

我
が
国
で
は
、
緒
方
洪

庵
を
は
じ
め
と
す
る
各
地

の
有
能
な
藩
医
た
ち
が
自

ら
ワ
ク
チ
ン
の
原
型
と
も

い
う
べ
き
種
痘
を
開
発
し

て
い
た
。
天
然
痘
患
者
の

か
さ
ぶ
た
を
鼻
か
ら
吸
う

の
だ
。

　

こ
れ
に
続
く
一
七
六
九

年
、
イ
ギ
リ
ス
農
村
部
の

医
師
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ

ン
ナ
ー
が
「
天
然
痘
に
近

い
牛
が
か
か
る
病
気
、
牛

痘
に
感
染
し
た
者
は
天
然

痘
に
か
か
ら
な
い
」
と
い

う
農
民
の
言
い
伝
え
を
手

が
か
り
に
、
ワ
ク
チ
ン
は

発
明
さ
れ
た
。

　

先
人
が
行
っ
て
き
た
種

痘
の
甲
斐
も
あ
り
、
昭
和

三
十
一
年
以
降
、
我
が
国

で
は
天
然
痘
の
発
生
は
な

く
な
り
、
前
述
の
通
り
世

界
か
ら
天
然
痘
に
悩
ま
さ

れ
る
人
は
消
え
た
。

　

だ
が
し
か
し
、
根
絶
に

主
導
的
立
場
を
発
揮
し
た

ソ
連
が
生
物
兵
器
と
し
て

天
然
痘
ウ
イ
ル
ス
製
造
を

行
い
、
ソ
連
解
体
後
、
ア

ル
カ
イ
ダ
に
流
出
し
た
と

の
研
究
さ
え
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
の
連

帯
と
逆
行
す
る
事
態
は
、

●
日
本
国
民
党
へ
の

　
　
　

    

カ
ン
パ
の
お
願
い

　

日
本
国
民
党
で
は
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
る
地

方
議
会
議
員
選
挙
を
は
じ
め
、
様
々
な
国
民
運

動
を
国
民
の
皆
様
と
共
に
戦
っ
て
参
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
皆
様
か
ら
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
が
必
要
で
す
。
カ
ン
パ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

〔郵
便
振
替
口
座
〕

〇
〇
一
七
〇
ー
四
ー
二
九
三
〇
六
四

ら
の
落
選
運
動
に
も
め
げ

ず
、
地
元
で
得
票
率
三
％

も
獲
得
し
て
当
選
を
勝
ち

取
っ
た
原
田
議
員
の
参
画

は
ま
こ
と
に
心
強
い
限
り

で
す
。

　

党
員
党
友
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後

と
も
原
田
議
員
へ
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

原
田
よ
う
こ
議
員
ツ
イ
ッ

タ
ー

@
yoko_harada_619

原
田
よ
う
こ
後
援
会
ツ

イ
ッ
タ
ー

@
5kVujLw

c2rw
1xtr

■地方選挙の候補者を募集します！

　日本国民党では自治体議員選挙の候補者を募集しております。
　首都圏をはじめ全国で、日本国民の為の日本を実現するためにも、
一人でも多くの日本国民党の候補者を勝利させ、日本の政治を前に
進めていかなければなりません。
　私たちと志を同じくする方とは、選挙区はもとより、公認・推薦・
支持など、どのような形であっても共に戦える事を願っています。
党には各選挙区の様々な具体的データもありますので、お気軽にご
連絡・ご相談ください。

応募資格

 ①日本国籍を有し、選挙期日に満 25 歳以上の方
 ②実施選挙区に居住、もしくは速やかに実施選挙区に住民登録ができ
る方
 ③日本国民党の綱領、政策に賛同される方

感
染
症
を
め
ぐ
る
攻
防
と
バ
イ
オ
テ
ロ

現
在
も
あ
る
。
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
中
国
共
産
党
が
政
治

宣
伝
に
躍
起
な
こ
と
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
、
最
初
の
発
生
地

と
な
っ
た
湖
北
省
武
漢
市

ん
に
あ
る
武
漢
ウ
イ
ル
ス

研
究
所
か
ら
流
出
し
た
も

の
と
の
見
方
を
強
く
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
う

い
っ
た
批
判
に
対
し
、
研

究
所
の
研
究
員
が
海
外
向

け
の
国
際
放
送
に
出
演
ま

で
行
い
、「
わ
れ
わ
れ
に

は
厳
格
な
管
理
制
度
が
あ

る
」「
退
職
者
で
あ
れ
学

生
で
あ
れ
、
職
員
は
一
人

も
感
染
し
て
い
な
い
」
と

主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
外
交
部

の
趙
立
堅
副
報
道
局
長

は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
通
じ

て
「
武
漢
市
に
持
ち
込
ん

だ
の
は
米
軍
か
も
し
れ
な

い
」
と
米
国
に
よ
る
謀
略

説
を
発
信
し
た
。

　

我
が
国
で
の
テ
ロ
は
、

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
一

連
の
サ
リ
ン
事
件
が
代
表

例
だ
。

　

警
視
庁
公
安
部
の
公
安

機
動
捜
査
隊
は
、
天
然
痘

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
つ

い
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
判

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
検

査
キ
ッ
ト
を
開
発
す
る
ほ

ど
の
ハ
イ
テ
ク
集
団
だ
。

「
九
·
一
一
」
以
降
、
バ
イ

オ
テ
ロ
に
対
す
る
備
え
を

講
じ
て
い
る
。

　

現
代
日
本
で
「
生
物
兵

器
」「
バ
イ
オ
テ
ロ
」
と

宣
え
ば
、
素
っ
頓
狂
な
こ

と
を
垂
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
が
ち
だ
。
し
か
し
、
世

界
で
は
、
生
物
・
化
学
兵

器
の
存
在
が
前
提
と
な
っ

た
議
論
展
開
だ
。

　

私
達
も
こ
の
視
点
を
踏

ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　
　

 　
（
山
本
和
幸
）


